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　令和５年１月１０日（火）にいちゑを会場に『令和５年に
かほ市新春祝賀会』を開催いたしました。
　ご来賓や商工会員ら約１００名が新年を祝うとともに、
地域経済の発展に力を尽くすことを誓い合いました。
初めに、１１月１０日（木）に東京都ＮＨＫホールで開催さ

れた第６２回商工会全国大会において、「全国商工会連合
会会長表彰」を受賞された皆さまに対して秋田県商工会連
合会の柳田高人専務理事より表彰の伝達が行われました。
　続いて齋藤聡商工会長より、「１０年先の商工会のある
べき姿を見据え、その実現のため平成２９年度より始まっ
た「商工会創生プラン」を発展させ、人口減少やポストコ
ロナなど、社会情勢の変化を踏まえた「商工会成長プラン
’22-26」が今年度よりスタートしている。「事業者とと
もに挑み続け、地域活力を創出する商工会」のスローガン
のもと地域事業者の持続的発展を実現していきたい。」と
新年の挨拶がありました。

　また祝賀会では、市川雄次にかほ市長及び佐々木雄太秋
田県議会議員より、今年の抱負や経済動向予測などについ
ての年頭挨拶をいただき、その後ご来賓９名による「鏡開
き」や参加者が賀詞交歓を行うなど、和やかに交流を深め
ました。
　来場された皆さまからは、「新型コロナウイルス感染症
によって地域の疲弊感を感じるなかで、こうして新春に合
わせて一同に会する場があり、一致団結してアフターコロ
ナ社会に向かっていける」など、新たな社会を迎えるにあ
たって前向きな声を聞くことができました。
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年 頭 に 当 た っ て
　新年あけましておめでとうございます。会員各位には、お健やかな新春を迎え
られましたこととお慶び申し上げます。また、平素は当会の事業運営につきまし
て、ご理解ご協力をいただいておりますこと心より感謝申し上げます。
　昨年、１１月に行われました商工会全国大会におきまして、秋田県商工会連合
会と県内２１商工会が取り組んだ「商工会創生プラン」が、今年度最優秀商工会
に贈られる「２１世紀商工会グランプリ」に輝きました。これは１０年先のある
べき商工会の姿を見据え、その実現のための具体的な取組をまとめたもので、６
年前の平成２９年から始めたものです。今年度からは、２期目として、「商工会

創生プラン」を継続、発展させ、社会情勢の変化により見直した「商工会成長プラン　’２２-２６」を推
進しております。当会は「事業者とともに挑み続け、地域活力を創出する商工会」のスローガンのもと
スタートしておりますので、引き続きのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
　そして本年５月の総代会におきまして、長年の懸案でありました、本支所統合のうえ事務局を金浦地
区に移転することの是非を総代の皆さまにお諮りしたいと考えております。これは、現在の本支所会館
の老朽化が進みその維持が困難なことも一つですが、人口減少が進む中、いかに会員皆さまへのサービ
スの質を落とさず、機動性を持った運営をできるかを検討した結果であると、ご理解いただきたいと思
います。
　さて新型コロナも感染者数がなかなか減らず４年目を迎えておりますが、当会も経済団体の一つとし
て、政府の方針同様「ウィズコロナ」に沿って感染予防に努めながら、経済活性化の方向に舵をきって
まいりたいと考えております。にかほ市では、人口減少の中、令和５年にはアウトドア拠点施設整備や
若者支援住宅整備、ＴＤＫ社員寮建設が計画されるなど、将来に向けた明るい兆しも見えております。
それらの取組が、商工会員の活性化に結び付けられるよう期待します。
　結びに、令和５年が会員の皆々さまにとって良き一年でありますよう、ご健勝とご繁栄を心よりご祈
念申し上げ、年頭のご挨拶といたします。

にかほ市商工会長

齋　藤　　　聡

新 年 の ご 挨 拶
　新年、おめでとうございます。
　会員の皆さまにおかれましては、希望に満ちた新春をお迎えのこととお慶び申
し上げます。
　また、日ごろから市の産業振興に対し、ご理解ご尽力をいただきまして、心か
ら感謝を申し上げます。
　昨年を振り返りますと、長引くコロナ禍に加え、ロシアによるウクライナ侵攻
や急激な円安の進行などが市民生活や事業活動に大きな影響を及ぼした１年でし
た。そうした中でも、ＴＤＫ硬式野球部が東京ドームで快進撃を続け、３回戦ま

で勝ち進んだことは、私たちを勇気づけてくれる明るい話題となりました。
　未だ終息の見込めないコロナ禍ですが、市民の皆さまのご理解とご尽力により、人々の交流や経済活
動などが徐々に再開され、回復の兆しが見えてきたのではないかと感じております。市では、現状を把
握し、市民の皆さまの健康と生活を守り、地域経済の速やかな回復に向けて、引き続き「適時適策」を
念頭に対策を講じていきたいと考えております。
　さて、商工会は、地域の中小事業者の身近な支援機関として、経営改善普及や事業承継への助言など
様々な役割を果たしております。
　しかしながら、小規模経営者にとりましては、事業主の高齢化や、事業承継、消費活動の多様化等、
将来に向けた課題が多くあります。
　本市では、少子高齢化・人口減少に対応した持続可能な地域社会の構築に向けて、「第２次にかほ市
総合発展計画・後期基本計画（５カ年）」を昨年３月に策定しました。産業振興においても、多種多様
な施策を盛り込んでおり、引き続き、市内商工業者を支援し、本市の魅力を発信する産業振興に取り組
んで参ります。
　未来のにかほ市に夢を持ち、次の世代に誇りをもって引き継ぐことができるよう、市民の皆さまの声
に耳を傾けながら各種施策を推進して参ります。
　結びになりますが、地域商工業活性化の推進を担い手である商工会員の皆さまが飛躍され、迎えた新
しい年が、皆さまにとりまして幸多き年になりますよう祈念申し上げ新年のご挨拶といたします。

にかほ市長

市　川　雄　次



　最近よく耳にするインボイス制度について、
誰が対象でどのように申請、登録すればよいの
か確認しましょう。詳細な内容については商工
会にお気軽にご相談ください。

■■事業者の声
　◇須田塗装工業　代表　須田　信彦さん　【建設業】
　　　早い段階で商工会のセミナーを受講
　　しましたが、分からない部分もあり商
　　工会へ直接相談に行きました。「元請会
　　社から取引を断られるかもしれない」
　　などの話を聞き、「これはまずい、す
　　ぐ登録しよう」と思いました。登録作
　　業についても商工会に相談しながら行
　　い、無事に番号を取得することができました。その後、実
　　際に取引先からインボイスを求められることがあり、早期
　　に取り組むことができて本当に良かったです。
　
※令和5年10月1日からの適用を開始する場合の申請期日は令和5年9
　月30日までに延長されましたが、番号が発行されるまで1か月半程
　度かかります。早めに着手しましょう。
※電子帳簿保存制度についても延期となっておりますが、今後本会報
　にて特集し情報を提供する予定ですので、引き続きご注目ください。

　今年度からスタートした商工会成長プランの独自戦略として、当会では「地域外への販路拡大支援」や
「製造業の技術力を含めた地域ブランドのプロモーション強化」などを進めています。
　今回はその具体的な取組として、大型商談会への出展支援やプロモーション動画の制作についてご紹介し
ます。「商談会に出展してみたい。」、「もっと効果的に情報を発信していきたい。」という方はぜひ一緒に
新たな取組にチャレンジしていきましょう。
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商工会とともに地域外の販路拡大やプロモーション強化に取り組みましょう！

商談会への出展支援

インボイス制度特設サイト

■事業者の声
　◇株式会社ひの里　代表取締役　佐藤　渓輔さん　【米穀類小売業】
　　　経営全般はもちろんのこと、商品開発や商談会に初めて出展する際のブース装飾な
　　ど商工会にはお世話になりっぱなしです。今回は動画まで制作していただき、自社
　　単独ではなかなか事業をＰＲするのが難しかったので、とてもうれしいです。
　　　商談会の出展等により、新たな受注も獲得することができました。

■にかほ市の“ものづくり”をＰＲする動画を制作！
　各事業者の取組を集約した動画が完成！
◇にかほ市の「四季の食」動画　
◇にかほ市の「工業集積地としての
　技術力発信」動画
　※右の二次元コードから動画を
　　ご覧いただけます！

■商談会への出展支援や視察研修を実施！
　秋田県・東北・首都圏の３層で展開！
◇秋田県産食材マッチング商談会2022＜秋田県：７月＞

◇ビジネスマッチ東北2022秋＜宮城県：１１月＞　

◇山形県庄内商談会2022＜山形県：９月＞

◇燕三条ものづくりメッセ2022＜新潟県：１０月＞

◇スーパーマーケットトレードショー2023＜千葉県：２月＞

適格請求書（インボイス）発行事業者に
なるための申請はお済みですか

ビジネスコミュニティ型補助金を活用し
青年部事業所パンフレットを作成しました

　青年部はビジネ
スコミュニティ型
補助金を活用し
て、青年部員事業
所を１枚にまとめ
たパンフレットを
作成しました。
　ご自宅や事業所での困りごとをはじめ、ご家族と
の団らんや親族集まっての会食など、様々な場面で
私たち青年部事業所をご利用いただき、にかほ市に
住むみなさんの生活や仕事のサポートが出来たらと
考えています。
　また、本パンフレットを多くの人にご覧になって
いただき、「商工会青年部はどのような組織なのか」、
「どのような活動をしているのか」など、私たち青
年部を少しでも知っていただく機会になればと思っ
ています。
　今後も青年部は、自身の経営力向上とともに地域
に根差した活動を行っていくことで、地域住民の安
心や安全、にかほ市の活性化を促進できるように活
動していきます。

「四季の食」動画先進地視察研修の実施 「工業技術力発信」動画



新会員の皆さまのご紹介

1 MON計画 佐々木広行 機械組立業 象潟

商工会のタイムリーな情報をご覧ください

https://shoko-nikaho.jp/

にかほ市商工会
ホームページ

https://www.facebook.com/
profile.php?id=100054340086106

にかほ市商工会
フェイスブック

https://www.instagram.com/
nikahoshigram/

にかほ市商工会
インスタグラム

https://www.instagram.com/
nikaho.impulse/

にかほ市商工会青年部
インスタグラム

https://twitter.com/
Nikahoyankees

にかほ市商工会
ツイッター

（事務局）〒018-0311 にかほ市商工会内　☎0184（38）3350

おうちで作成ネットで申告 ｅ-Ｔａｘ（国税電子申告・納税システム）

　例年、伝統行事の「掛魚（かけよ）まつり」に併せて実施する、にかほ市内の
飲食店・宿泊施設等で旬の鱈料理が食べられる「んだっ鱈、にかほ市へ！」を実
施しています。
今回は、１月１４日（土）～２月５日（日）の間、市内１９店舗で鱈鍋や鱈しょっ

つるラーメンのほか、パエリアや親子丼などが提供され、旬の鱈を使ったお店自
慢の料理を楽しむことができます。また、参加店舗に設置しているアンケートに
お答えいただくと抽選で「豪華！にかほの寒鱈セット」が１０名様に当たる抽選
会を実施いたします。ピンク色ののぼり旗が目印になっていますので、皆さまも
ぜひ美味しい鱈料理を食べに来てください。　　 　　　　　　　　 ＜特設サイト：https://www.ndattara.com/＞

旬の鱈料理が食べられる！

「んだっ鱈（たら）、にかほ市へ！」を実施中

◆建設部会◆◆
　12月22日にインボイス制度について
のセミナーを開催しました。「これまで
と違った実践的な内容で大変興味深かっ
た」との声を聞くことができました。

◆工業部会◆◆
　10月19日から20日に視察研修を行
いました。燕三条ものづくりメッセ等
を視察し、今後の受注拡大や事業展開
のヒントが得られました。

◆女 性 部◆◆
　10月17日から18日に湯沢市への視
察研修を実施しました。ゆざわ小町商工
会女性部と情報交換ができ、非常に有意
義な時間となりました。

◆サービス部会◆◆
　12月20日に青年部と合同でＳＮＳセ
ミナーを開催しました。コロナ禍で関心が
高いテーマということで参加者が多く、
実践的で有意義な研修になりました。

◆商業部会◆◆
　10月1日から31日まで「遊湯くじ」
事業を行いました。今年度は55店舗と
7つの入浴施設が参加し、地域内の賑わ
い創出に貢献しました。

◆青 年 部◆◆
　ＢＣ型補助金を活用し、青年部事業所
を集めたパンフレットの作成とインスタ
グラムのアカウントを立ち上げ、青年部
の情報発信力強化を図りました。

部会事業報告部会事業報告部会事業報告部会事業報告部会事業報告
　商工会では商工会成長プランに基づき、企業間での連携を図ることを目的に、業種別の部会
を設置し各部会にてセミナー、視察研修など、企業の資質向上や地域経済活性化に向けた様々
な取組を行っています。経営の課題解決や企業連携の場として、ぜひご活用ください。


